
特 別 講 義

古事記をよむ
　　　　高岡市万葉歴史館名誉館長　　　

大久間 喜一郎

平成16年11月23日(火・祝日) 午後1時30分 ～4時

受講料 …500円

大 久 間 喜 一 郎 （ お お く ま ・ き い ち ろ う ） プ ロ フ ィ ー ル

高 岡 市 万 葉 歴 史 館
〒933-0116富山県高岡市伏木一宮1-11-11

電話0766-44-5511 FAX0766-44-7335

Ｅ-mail：manreki@office.city.takaoka.toyama.jp　

http://www.manreki.com

会場…万葉歴史館・講義室

　

１0月7日（木）午前９時より受付開始
（定員120名、先着順。開始日前の受付はいたしません）

講 師

電話・FAX・ハガキ等で当館まで。当館受付窓口でも直接申し込めます。

郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番号をお知らせください。

受講料は当日受付にてお支払いください。

申し込み方法

　平成１６年３月、惜しまれつつ休講となった「古事記をよむ」が、多くの方の要望により再開いたします。

　本年度は１回限りですが、勤労感謝の日の午後１時３０分から４時まで、たっぷり講義します（途中休憩有り）。

　今回は、以前の講義に引き続き『古事記』上巻のスサノヲからオオクニヌシの時代について。

はじめて講義を受けられる方にもわかりやすくお話いただきます。

　資料はこちらで用意いたしますが、倉野憲司校注『古事記』（岩波文庫）をご持参くださいますと、とても便利です。

大正６年東京浅草生まれ。國學院大學卒業。文学博士。明治大学教授などを経て、平成２年より高岡市万葉歴史

館館長、平成１６年４月より高岡市万葉歴史館名誉館長となる。専門は上代歌謡を中心とした上代文学。主な著

書に『古代文学の源流』『古代文学の構想』『古代文学の伝統』『古事記の比較説話学』『古代歌謡と伝承文学』

『言葉をさかのぼる』などがある。上代文学会顧問・日本歌謡学会常任理事・古事記学会理事など兼任。常磐

津の名取・常磐津嵯峨太夫でもある。歌誌『こもり沼』主宰、歌誌『紫苑短歌』同人。平成６年第５回高岡市

市民文化賞受賞。

 大久間名誉館長の名講義
「古事記をよむ」を再開します


